
1961年1月16日　第3種郵便物認可　2012年5月1日　第579号（毎月1回1日発行1部100円）
（加盟団体関係者の講読料については、負担金に含まれている。）

No.

579
仏暦2555年5月
［2012年］

「南三陸町歌津、吉野沢仮設住宅地での足湯支援の風景」（高野山真言宗　高野山足湯隊）

目次    第30期理事長・事務総長ご挨拶    2

第29期総務財政審議会答申書    3

第29期社会人権審議会答申書    4

平成23年度第4回理事会・第3回評議員会・参与会    6

東日本大震災 第3次支援金 お申込み受付中    8

大本山 増上寺 夕勤行体験と
俳優座 有馬理恵さん講演会のお知らせ    8



2012年5月1日 2

　

現
代
社
会
に
生
き
る
人
々
の
苦
悩
は

よ
り
深
く
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
仏
教

へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
東
日
本
大
震

災
が
お
き
ま
し
た
。
犠
牲
者
の
方
々
に

心
よ
り
合
掌
を
さ
さ
げ
ま
す
。
震
災
を

契
機
に
全
国
で
生
き
方
、
幸
福
の
価
値

観
が
問
い
直
さ
れ
、
人
の
つ
な
が
り
、

自
然
と
の
あ
り
方
、
そ
し
て
供
養
の
重

要
性
、
ま
た
、
か
け
が
え
の
な
い
〈
い

の
ち
〉
の
尊
さ
に
つ
い
て
、
よ
り
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
被
災
地

に
お
け
る
仏
教
教
団
や
団
体
の
活
動
は

高
く
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

わ
が
国
の
伝
統
仏
教
界
に
お
け
る
唯

一
の
連
合
組
織
で
あ
る
全
日
本
仏
教
会

は
、
本
年
四
月
よ
り
公
益
財
団
法
人
と

し
て
歩
み
出
し
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
、

仏
陀
の
和
の
精
神
に
基
づ
き
、
全
国
各

地
の
寺
院
、
檀
信
徒
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
、
一
人
ひ
と
り
の
い
の
ち

が
尊
重
さ
れ
る
平
和
な
社
会
を
築
き
、

世
界
各
地
の
人
々
と
の
交
流
を
促
進
し
、

絆
と
信
頼
に
よ
る
世
界
平
和
の
実
現
に

釈
尊
の
教
え
の
も
と
、

　
　
　連
携
を
と
り
、
人
々
と
共
に

第
三
十
期
理
事
長　

小
林

　正
道

　人
々
に
寄
り
添
い
、

　
　
　
　
　
　共
な
る
歩
み
を

第
三
十
期
事
務
総
長　

関
﨑

　幸
孝

　

こ
の
た
び
全
日
本
仏
教
会
第
三
十
期

事
務
総
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
関
﨑

幸
孝
で
す
。
所
属
宗
派
は
真
宗
大
谷
派

で
す
。

　

昨
今
の
国
内
の
状
況
を
概
観
い
た
し

ま
す
と
、
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
か
予

断
を
許
さ
な
い
政
局
の
動
向
で
あ
り
ま

す
が
、
な
ん
と
申
し
ま
し
て
も
昨
年
三

月
十
一
日
に
発
生
し
未
曾
有
の
大
災
害

を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
の
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
目
の
前
に
突
き

つ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
震
災
発
生
の
翌
日
に
は
京
都
の

本
山
か
ら
北
陸
経
由
で
仙
台
へ
と
駆
け

つ
け
、
救
援
活
動
に
携
わ
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
地
震
・
津
波
・
原
子
力
発
電

所
事
故
と
い
う
、
未
だ
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
大
災
害
を
目
の
当
た
り

に
し
、
言
葉
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
今
も
鮮
烈
に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
の
今
後
の
生
活
、

子
供
た
ち
の
将
来
は
先
行
き
不
透
明
で

あ
り
ま
す
が
、
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。
と
も
す
れ
ば
時
間
の
経
過

と
と
も
に
記
憶
が
薄
れ
て
い
き
が
ち
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
被
災
者
の
方
々
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
寄
り
添
っ
て
い
く

気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
と
し
て

は
差
別
の
問
題
・
貧
困
に
よ
る
飢
餓
・

国
家
間
の
紛
争
等
々
克
服
す
べ
き
課
題

は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
課

題
に
対
し
、
加
盟
団
体
一
人
ひ
と
り
の

問
題
と
し
て
釈
尊
の
教
説
に
基
づ
い
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ

う
か
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
山
積
す
る
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
に
は
誠
に
浅
学
非
才
の
身
で

は
あ
り
ま
す
が
、
全
力
を
傾
注
し
て
事

務
総
長
の
職
を
全
う
し
て
ま
い
り
た
く

存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
皆
様
方

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
与
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
具
現
化
し
て
ゆ
く
た
め
、
加

盟
団
体
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
各
種
事

業
を
行
い
、
利
他
行
を
実
践
し
て
、
今

の
社
会
・
人
々
と
共
に
あ
り
協
働
す
る

存
在
で
あ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
仏
教
界
を
と
り
ま
く
状
況
に

対
し
て
、
情
報
の
提
供
、
課
題
を
共
有

し
、
適
切
に
対
応
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
釈
尊
か
ら
の
同
じ
流
れ
の

中
に
い
ま
す
。
そ
し
て
仏
教
伝
来
以
来

連
綿
と
培
わ
れ
て
き
た
大
き
な
思
想
・

信
仰
・
組
織
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
を
さ
ら
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
大

き
な
可
能
性
を
宿
し
て
い
ま
す
。

　

人
々
と
、
自
然
と
、
世
界
と
、
共
に

歩
む
。
釈
尊
の
縁
起
と
慈
悲
の
教
え
の

も
と
、「
共
に
」「
つ
な
が
り
」「
協
働
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
一
歩
一
歩
果
敢
に

進
み
た
い
も
の
で
す
。

　

加
盟
団
体
、
関
係
諸
団
体
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
偏
に
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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第
三
十
期

役

　員

　一

　覧

会
長

半
田　

孝
淳
（
天
台
座
主
）

副
会
長

北
河
原
公
敬
（
華
厳
宗
管
長
）

横
田　

南
嶺
（
臨
済
宗
円
覚
寺
派
管
長
）

萩
野　

映
明
（
財
団
法
人
埼
玉
県
佛
教
会
会
長
）

前
田　

定
戒
（
和
歌
山
県
仏
教
会
会
長
）

宮
林　

昭
彦
（
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
会
長
）

理
事
長

小
林　

正
道
（
浄
土
宗
）

評
議
員

佐
々
木
孝
一
（
曹
洞
宗
）

橘　
　

正
信
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

齋
藤　

明
聖
（
真
宗
大
谷
派
）

里
見　

法
雄
（
浄
土
宗
）

渡
邊　

照
敏
（
日
蓮
宗
）

四
之
宮
弘
孝
（
高
野
山
真
言
宗
）

松
井　

宗
益
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

杜
多　

道
雄
（
天
台
宗
）

上
杉　

照
延
（
真
言
宗
智
山
派
）

川
田　

聖
戍
（
真
言
宗
豊
山
派
）

理
事

河
村　

松
雄
（
曹
洞
宗
）

池
田　

行
信
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

不
破　
　

仁
（
真
宗
大
谷
派
）

駒
野　

教
源
（
日
蓮
宗
）

庄
野　

光
昭
（
高
野
山
真
言
宗
）

松
山　

英
照
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

杜
多　

徳
雄
（
天
台
宗
）

近
藤　

昌
俊
（
真
言
宗
智
山
派
）

粕
谷　

利
通
（
真
言
宗
豊
山
派
）

森
田　

俊
朗
（
和
宗
）

岡
野　

正
純
（
孝
道
教
団
）

桶
屋　

良
祐
（
念
法
眞
教
）

石
堂　

恵
眼
（
真
言
宗
中
山
寺
派
）

山
田　

一
眞
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

本
間　

孝
康
（
神
奈
川
県
仏
教
会
）

杉
山　

令
憲
（
岐
阜
県
仏
教
会
）

吉
田　

教
行
（
愛
知
県
仏
教
会
）

長
澤　

香
静
（
京
都
仏
教
会
）

竹
田　

空
尊
（
京
都
府
仏
教
連
合
会
）

監
事

井
桁　

雄
弘
（
大
阪
府
佛
教
会
）

古
澤　

勝
浩
（
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
）

山
中　

一
郎
（
公
認
会
計
士
）

顧
問
弁
護
士

長
谷
川
正
浩
（
本
会
顧
問
弁
護
士
）

第
二
十
九
期

総
務
財
政
審
議
会答申

書

　

今
期
の
総
務
財
政
審
議
会
で
は
三
つ

の
諮
問
事
項
に
つ
い
て
七
回
に
わ
た
り

開
催
し
、
慎
重
に
審
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
理
事
長
か
ら
の
諮

問
を
下
記
の
通
り
答
申
い
た
し
ま
す
。

諮
問
一

�

本
会
の
公
益
財
団
法
人
移
行

に
向
け
た
内
閣
府
公
益
認
定

等
委
員
会
へ
の
申
請
諸
課
題

に
つ
い
て

　　

公
益
財
団
法
人
へ
の
申
請
は
、
二
〇

一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
三
月
二
十
五

日
内
閣
府
公
益
認
定
等
委
員
会
に
電
子

申
請
に
よ
っ
て
行
っ
た
。
同
委
員
会
事

務
局
よ
り
七
月
二
十
八
日
に
同
委
員
会

に
諮
問
書
が
提
出
さ
れ
、
八
月
五
日
付

で
、
本
会
の
公
益
認
定
を
妥
当
で
あ
る

と
内
閣
総
理
大
臣
に
宛
て
答
申
が
行
わ

れ
た
。
公
益
財
団
法
人
の
登
記
日
は
、

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
四
月
一

日
を
予
定
し
、
登
記
の
日
付
よ
り
二
週

間
前
に
認
可
の
承
認
証
が
内
閣
府
公
益

認
定
等
委
員
会
よ
り
届
く
こ
と
と
な
っ

た
。

　

本
諮
問
の
申
請
諸
課
題
は
、
公
益
財

団
法
人
と
し
て
不
特
定
多
数
の
方
々
の

利
益
に
供
す
る
公
益
性
が
強
く
求
め
ら

れ
て
お
り
、
平
成
二
十
四
年
度
の
事
業

計
画
や
予
算
に
は
、
公
益
性
を
念
頭
に

盛
り
こ
み
、
展
開
す
る
こ
と
が
要
求
さ

れ
る
。
但
し
、
現
時
点
の
特
例
民
法
法

人
で
あ
る
本
会
に
お
い
て
も
公
益
性
を

重
視
し
、
事
業
を
進
め
て
き
た
。
今
後

は
、
本
会
の
事
業
を
社
会
に
向
け
て
発

信
す
る
た
め
、
関
係
団
体
と
の
協
力
・

協
働
や
広
報
の
充
実
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
機
関
設
計
の
段
階
で

図
っ
た「
加
盟
宗
派
代
議
員
会
議
」「
都

道
府
県
仏
教
会
・
仏
教
団
体
代
議
員
会

議
」
を
定
期
的
に
開
催
し
、
加
盟
団
体

相
互
の
理
解
と
意
見
・
提
案
等
に
つ
い

て
代
議
員
会
議
を
担
当
す
る
理
事
が
理

事
会
に
諮
り
、
具
体
的
な
事
業
に
結
び

つ
け
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

平
成
二
十
年
十
二
月
四
日
開
催
の
常

務
理
事
会
に
於
い
て
、
公
益
認
定
法
人

へ
の
移
行
準
備
作
業
が
了
承
さ
れ
、
今

期
よ
り
理
事
長
諮
問
に
基
づ
き
作
業
を

開
始
し
た
。
公
益
認
定
基
準
を
整
え
る

為
、
法
人
の
「
寄
付
行
為
」
か
ら
「
定

款
」
へ
の
変
更
、
或
は
事
業
形
態
の
変

更
を
検
討
・
研
究
す
る
必
要
性
に
鑑
み
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
朝
日
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
に
、

移
行
に
伴
う
課
題
の
抽
出
と
移
行
へ
の

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
成
を
依
頼

し
た
。

　

課　

題

①　

評
議
員
・
理
事
に
つ
い
て

・�

評
議
員（
評
議
員
会
）は
、
理
事（
理

事
会
）
の
上
位
機
関�

→�

定
款
に
盛

り
こ
み
承
認
済

・�

評
議
員
の
任
期
は
四
年
、
評
議
員
会



2012年5月1日 4

開
催
頻
度
は
年
一
回�

→�

同
上

・�
理
事
の
任
期
は
二
年
、
理
事
会
開
催

頻
度
は
通
常
三
ヶ
月
に
一
回�

→�

同

上
・�

加
盟
団
体
か
ら
の
役
務
就
任
の
立
場

で
は
、
公
益
認
定
法
人
の
資
格
を
喪

失
す
る
お
そ
れ
が
あ
る�

→�

同
上

・�

委
任
状
及
び
代
理
出
席
は
不
可�

→�

同
上

②　

評
議
員
・
理
事
の
員
数
に
つ
い
て

・�

評
議
員
の
選
任
に
関
し
て
は
、
原
則

と
し
て
現
理
事
に
就
任
頂
き
た
い
が
、

役
務
就
任
の
関
係
上
、
任
期（
四
年
）

を
満
了
す
る
必
要
が
あ
る�

→�

同
上

・�

理
事
の
選
任
に
関
し
て
は
、
委
任
状

及
び
代
理
出
席
が
認
め
ら
れ
ず
、
さ

ら
に
開
催
頻
度
に
鑑
み
る
と
員
数
を

絞
り
込
む
必
要
が
あ
る�

→�

同
上

諮
問
二

�

公
益
財
団
法
人
と
し
て
の
公

益
事
業
を
行
う
こ
と
を
ふ
ま

え
た
負
担
金
の
見
直
し
に
つ

い
て

　

本
会
は
、
二
〇
一
二（
平
成
二
十
四
）

年
四
月
一
日
か
ら
公
益
財
団
法
人
と
し

て
公
益
性
を
伴
う
事
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
現
行
の
負
担
金
規

程
で
は
二
年
ご
と
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
九
年
よ
り

現
在
ま
で
負
担
金
の
金
額
は
据
え
置
か

れ
て
い
る
。

　

第
二
十
八
期
総
務
財
政
審
議
会
の
負

担
金
見
直
し
の
答
申
中
、

　
「
次
期
審
議
会
で
は
、
事
務
総
局
か

ら
提
出
さ
れ
た
上
記
報
告
を
基
に
、
本

会
と
加
盟
団
体
の
『
相
互
理
解 

さ
ら

な
る
繋
が
り
の
強
化
』
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
加
盟
団
体
と
の
利
害
を
超
え
て
、

負
担
金
を
精
査
し
て
い
た
だ
く
よ
う
望

み
ま
す
。」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
っ
て
被
災
し
た
地
域
や
被
災
し
た

寺
院
に
対
し
、
加
盟
宗
派
と
地
域
の
仏

教
会
が
行
っ
た
救
援
活
動
と
復
興
に
向

け
た
活
動
は
、
平
常
の
予
算
以
外
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
急
務
と
な

っ
た
。
ま
た
、
現
在
の
国
内
外
の
経
済

の
悪
化
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る

葬
儀
・
法
事
の
縮
小
と
減
少
が
寺
院
の

布
施
収
入
を
圧
迫
し
、
加
盟
宗
派
や
都

道
府
県
仏
教
会
傘
下
の
地
域
仏
教
会
の

環
境
変
化
・
組
織
の
弱
体
化
等
を
招
く

な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
計
画
大
綱
、

予
算
大
綱
は
、
平
成
二
十
年
公
益
法
人

会
計
基
準
に
沿
い
、
且
つ
前
年
度
実
績

に
基
づ
き
、
公
益
財
団
法
人
初
年
度
の

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。
次
期

審
議
会
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
の
事

業
計
画
と
予
算
の
実
績
を
踏
ま
え
、
負

担
金
に
係
る
基
準
等
を
精
査
し
て
い
た

だ
く
よ
う
切
望
す
る
。

諮
問
三

�

宗
教
法
人
の
税
務
に
関
す
る
、

要
望
事
項
に
つ
い
て

　

文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
平
成
二
十
四
年
度
文
部
科
学
省
に
係

る
税
制
改
正
要
望
の
募
集
に
つ
い
て
」

が
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
七
日
に
掲

載
さ
れ
た
が
、
今
回
は
事
務
総
局
の
不

手
際
か
ら
提
出
が
で
き
な
か
っ
た
と
報

告
が
あ
っ
た
。
要
望
受
付
締
め
切
り
が

七
月
十
九
日
午
前
十
二
時
必
着
と
あ
ま

り
に
も
タ
イ
ト
で
あ
り
、
ま
た
日
頃
か

ら
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲

覧
し
て
い
な
い
と
税
制
改
正
の
要
望
募

集
自
体
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

本
会
と
し
て
文
部
科
学
省
な
ら
び
に
民

主
党
本
部
に
対
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
に
つ
い
て
事
前
に
メ
ー
ル
配
信
を
行

う
よ
う
抗
議
す
べ
き
と
思
量
す
る
。

　

要
望
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
審
議
会

に
お
い
て
精
査
・
了
承
さ
れ
た
も
の
を

文
部
科
学
省
か
ら
指
定
さ
れ
た
要
望
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
に
沿
っ
て
作
成
し
、
用
意

を
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
国
税
の
減
収
傾
向
と
東
日
本

大
震
災
の
復
興
に
関
す
る
増
税
等
の
状

況
の
中
、
宗
教
法
人
を
含
め
た
税
制
を

検
討
す
る
意
見
が
政
府
内
で
上
が
っ
て

い
る
。
宗
教
法
人
が
宗
教
活
動
を
行
う

こ
と
は
公
益
性
を
有
し
て
お
り
、
宗
教

法
人
へ
の
非
課
税
を
堅
持
す
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、
現
行
の
収
益
事
業
へ
の
課

税
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
そ

の
た
め
に
は
、
加
盟
団
体
傘
下
の
宗
教

法
人
の
適
正
な
管
理
・
運
営
を
徹
底
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

第
二
十
九
期

社
会
人
権
審
議
会答申

書

　

今
期
の
社
会
人
権
審
議
会
で
は
三
つ

の
諮
問
事
項
に
つ
い
て
七
回
に
亘
り
開

催
し
、
公
益
財
団
法
人
に
移
行
す
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
各
加
盟
団
体
の
立
場
を

理
解
し
、
慎
重
に
審
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
理
事
長
か
ら
の
諮

問
に
つ
い
て
下
記
の
通
り
答
申
い
た
し

ま
す
。

諮
問
一

�

本
会
の
公
益
財
団
法
人
移
行

に
向
け
た
公
益
事
業
の
展
開

を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
の

あ
り
方
に
つ
い
て

　

公
益
財
団
法
人
認
定
後
の
本
会
の
組

織
を
基
軸
と
し
て
、
伝
統
仏
教
教
団
す

べ
て
に
関
わ
る
社
会
問
題
、
あ
る
い
は

時
局
対
策
な
ど
の
課
題
と
と
も
に
、
代

議
員
会
議
制
度
の
運
用
を
含
め
て
、
新

し
い
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
特
に

代
議
員
会
議
と
理
事
会
の
関
係
に
つ
い

て
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
事
務
総
局
よ
り「
代
議
員
会
議
」

に
つ
い
て
、
宗
派
を
超
え
た
伝
統
仏
教

教
団
の
あ
り
方
を
協
議
で
き
る
場
と
し

て
、
年
一
回
程
度
の
開
催
を
予
定
。
本

会
加
盟
の
宗
派
が
参
加
す
る
「
加
盟
宗

派
代
議
員
会
議
」、
同
じ
く
都
道
府
県
仏

教
会
・
仏
教
団
体
が
参
加
す
る
「
都
道

府
県
仏
教
会
・
仏
教
団
体
代
議
員
会
議
」
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を
開
催
。
公
益
財
団
法
人
に
移
行
後
の

代
議
員
会
議
の
開
催
場
所
は
全
国
各
地

で
の
開
催
を
想
定
し
、
各
地
域
の
仏
教

会
と
共
催
で
研
修
会
等
を
併
催
し
、
宗

派
で
あ
れ
ば
本
会
事
業
説
明
の
併
催
な

ど
、
仏
教
会
或
い
は
宗
派
間
の
相
互
理

解
を
深
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
位
置

付
け
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
代
議
員

会
議
」の
あ
り
方
に
つ
い
て
、事
業
推
進

施
策
、
事
業
内
容
精
査
、
意
見
集
約
と

提
言
の
役
割
を
も
た
せ
る
こ
と
を
主
と

し
、「
理
事
会
」
に
つ
い
て
は
事
業
執
行

確
認
、
意
志
決
定
と
し
て
位
置
付
け
て

相
互
の
関
係
性
を
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
代
議
員
会
議
で
の
意
見

集
約
・
提
言
を
理
事
会
に
「
上
程
」
し
、

上
程
さ
れ
た
内
容
を
理
事
会
に
て
確
認

の
上
、
代
議
員
会
議
宛
に
「
了
承
・
報

告
」
の
形
式
を
と
る
こ
と
が
望
ま
し
い

の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
公
益
財
団
法

人
移
行
後
の
各
審
議
会
の
位
置
付
け
に

つ
い
て
は
、
各
審
議
会
は
理
事
会
の
も

と
、
諮
問
に
基
づ
く
答
申
の
「
頭
脳
機

構
（
組
織
）」
と
し
て
位
置
付
け
、
い

わ
ゆ
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
役
割
を
も
た

せ
る
べ
き
で
す
。
ま
た
社
会
の
情
勢
に

鑑
み
、
理
事
長
声
明
を
速
や
か
に
出
す

こ
と
が
で
き
る
体
制
作
り
も
大
切
で
急

務
で
あ
る
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
事
務
総
局
か
ら
提
示
さ

れ
た
下
記
の
代
議
員
会
議
と
理
事
会
の

関
係
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
関
係
図
を
了

承
い
た
し
ま
し
た
。

代
議
員
会
議
と
理
事
会
の
関
係
に
つ
い
て

　

◎�

代
議
員
会
議�

→�

事
業
推
進
施
策
、
事

業
内
容
精
査
、
意
見
集
約
と
提
言

　

◎�

理
事
会�

→�

事
業
執
行
確
認
、
意
思

決
定

理　事　会

１．事業執行確認
２．意思決定

答
申

諮
問

各種 審議会

上

　程

了
承
・
報
告

代議員会議

１．事業推進施策

２．事業内容精査

３．意見集約

４．協議・決議

５．傘下へ周知

諮
問
二

�

公
益
財
団
法
人
と
な
っ
た
本

会
の
同
和
・
人
権
問
題
を
推

進
す
る
た
め
の
組
織
の
あ
り

方
に
つ
い
て

　

仏
教
界
は
部
落
差
別
を
は
じ
め
、様
々

な
人
権
問
題
に
関
す
る
取
り
組
み
を
通

し
て
、
全
て
の
差
別
撤
廃
を
目
標
と
し
、

そ
の
た
め
の
啓
発
に
関
し
て
加
盟
団
体

と
認
識
を
共
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
二
十
八
期
の
答
申
で
は
、「
同
和
・

人
権
問
題
連
絡
協
議
会
は
、
人
権
問
題

連
絡
協
議
会
へ
呼
称
変
更
が
望
ま
し

い
」
と
の
要
望
を
受
け
、
そ
の
経
緯
を

前
期
委
員
か
ら
経
緯
報
告
を
受
け
、
さ

ら
に
各
委
員
か
ら
見
解
を
伺
い
、
審
議

の
結
果
「
人
権
問
題
連
絡
協
議
会
」
に

呼
称
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

　

人
権
と
い
う
大
き
な
枠
を
捉
え
る
上

で
、
釈
尊
の
教
え
を
基
と
し
て
平
和
・

平
等
・
格
差
な
ど
の
諸
問
題
の
解
決
を

図
る
べ
く
、
ま
た
僧
侶
と
一
般
社
会
が

人
権
問
題
に
つ
い
て「
共
に
学
び
」「
共

に
行
動
す
る
」
と
い
う
視
点
に
立
ち
、

「
共
生
へ
の
具
現
化
」
を
施
策
し
て
、

加
盟
団
体
に
提
案
で
き
る
協
議
会
の
あ

り
方
を
要
望
し
ま
す
。

　

尚
、
今
後
と
も
「
同
宗
連
」「
狭
山

事
件
」「
部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立

要
求
中
央
実
行
委
員
会
」
等
の
運
動
と

行
動
を
共
に
し
、
仏
教
界
と
し
て
の
共

通
認
識
に
立
っ
た
協
議
と
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

諮
問
三

�

靖
国
神
社
へ
の
首
相
及
び
閣

僚
の
公
式
参
拝
中
止
の
要
請

に
つ
い
て

　

本
会
と
し
て
は
、
公
的
地
位
に
あ
る

首
相
及
び
閣
僚
が
公
式
参
拝
を
す
る
こ

と
は
、「
政
教
分
離
」「
信
教
の
自
由
」

の
原
則
に
抵
触
す
る
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
指
摘
し
た
上
で
、
今
後
も
こ
の
主
張

を
堅
持
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

昨
年
度
は
首
相
及
び
全
閣
僚
が
靖
国

神
社
を
公
式
参
拝
し
な
か
っ
た
こ
と
を

評
価
す
る
文
言
を
盛
り
込
ん
だ
要
請
文

を
提
出
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
同
様

の
内
容
を
記
載
し
、
平
成
二
十
三
年
八

月
十
日
に
首
相
官
邸
に
お
い
て
、
菅
直

人
内
閣
総
理
大
臣
宛
に
「
首
相
及
び
閣

僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
に
つ
い
て
」

参
拝
中
止
の
要
請
文
を
福
山
哲
郎
内
閣

官
房
副
長
官
に
手
交
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
請
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

現
代
の
世
論
に
対
し
て
説
得
力
が
あ
る

も
の
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
は
各
伝
統
仏

教
教
団
の
政
治
と
の
か
か
わ
り
方
を
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
諮
問
に
対
す
る

答
申
を
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

先
の
東
日
本
大
震
災
の
折
、
読
経
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
現
地
入
り
し
た
本
会

加
盟
団
体
か
ら
の
報
告
と
し
て
「
現
地

に
お
い
て
地
元
自
治
体
か
ら
の
協
力
が

得
ら
れ
に
く
か
っ
た
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
」
と
の
報
告
を
事
務
総
局
か
ら
受

け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
し
て
、

宗
教
活
動
に
対
す
る
自
治
体
の
理
解
の

背
景
に
「
政
教
分
離
」「
信
教
の
自
由
」

が
、
本
来
の
憲
法
解
釈
か
ら
乖
離
し
、

逆
の
意
味
で
障
壁
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
指
摘
す
る
意
見
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
要
請
文
の
内
容
を

精
査
す
る
上
で
、「
政
教
分
離
」
と
「
信

教
の
自
由
」
の
真
意
を
一
般
社
会
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
思
慮

し
ま
す
。
次
期
審
議
会
に
お
い
て
は
、

首
相
宛
に
渡
す
文
書
の
精
査
を
含
め
、

特
に
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
審
議
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
い
た
し
ま
す
。
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三
月
二
十
八
日
、
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

二
階
「
紅
葉
の
間
」
に
お
い
て
開
催
。

本
会
寄
附
行
為
に
基
づ
き
理
事
会
議
長

に
は
有
田
惠
宗
理
事
長
、
評
議
員
会
議

長
に
は
互
選
で
杜
多
道
雄
評
議
員
（
天

台
宗
）
を
選
出
し
た
。

理
事
員
会
議
案
第
一
号
【
現
行
寄
附
行

為
上
の
評
議
員
の
変
更
に
つ
い
て
承
認

を
求
め
る
件
】

　

審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
以
下
の

と
お
り
評
議
員
の
変
更
が
承
認
さ
れ
た
。

評
議
員

退
任　

駒
野　

教
源
（
日
蓮
宗
）

　
　
　

安
孫
子
虔
悦
（
一
般
社
団
法
人
仏

教
情
報
セ
ン
タ
ー
）

就
任　

塩
崎　

望
巳
（
日
蓮
宗
）

　
　
　

髙
橋　

隆
岱
（
一
般
社
団
法
人
仏

教
情
報
セ
ン
タ
ー
）

評
議
員
会
協
議
事
項
第
一
号
・
理
事
会

議
案
第
二
号
【
平
成
二
十
四
年
度
事
業

計
画
（
案
）
に
つ
い
て
意
見
（
承
認
）

を
求
め
る
件
】

評
議
員
会
協
議
事
項
第
二
号
・
理
事
会

議
案
第
三
号
【
平
成
二
十
四
年
度
収
支

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
意
見
（
承
認
）

を
求
め
る
件
】

評
議
員
会
協
議
事
項
第
三
号
・
理
事
会

議
案
第
四
号
【
平
成
二
十
三
年
度
補
正

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
意
見
（
承
認
）

を
求
め
る
件
】

　

議
長
よ
り
一
括
上
程
。
平
成
二
十
四

年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
平

成
二
十
三
年
度
補
正
予
算（
案
）に
つ
い

て
及
び
平
成
二
十
四
年
度
収
支
予
算

（
案
）に
つ
い
て
の
説
明
を
行
な
っ
た
。

審
議
の
結
果
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業

計
画（
案
）と
平
成
二
十
三
年
度
補
正
予

算（
案
）及
び
平
成
二
十
四
年
度
収
支
予

算（
案
）は
全
会
一
致
で
賛
同
（
承
認
）

さ
れ
た
。

理
事
会
協
議
事
項
第
一
号
・
評
議
員
会

協
議
事
項
第
四
号
【
第
二
十
九
期
審
議

会
報
告
（
答
申
）
に
つ
い
て
】

　

第
二
十
九
期
総
務
財
政
審
議
会
、
同

社
会
人
権
審
議
会
、
同
国
際
交
流
審
議

会
の
各
答
申
書
を
そ
れ
ぞ
れ
読
み
あ
げ

た
。
審
議
の
結
果
、
第
二
十
九
期
各
審

議
会
の
答
申
は
全
会
一
致
で
賛
同
さ
れ

た
。

理
事
会
協
議
事
項
第
一
号
・
評
議
員
会

協
議
事
項
第
五
号
【
第
二
十
九
期
宗
教

教
育
推
進
委
員
会
報
告
に
つ
い
て
】

　

第
二
十
九
期
宗
教
教
育
推
進
委
員
会

の
報
告
書
を
読
み
あ
げ
た
。
審
議
の
結

果
、
第
二
十
九
期
宗
教
教
育
推
進
委
員

会
の
報
告
は
全
会
一
致
で
賛
同
さ
れ
た
。

理
事
会
、
評
議
員
会
報
告
事
項
第
一
号　

【
本
会
の
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
に

つ
い
て
】

　

資
料
に
基
づ
い
て
、
本
会
の
四
月
一

日
公
益
財
団
法
人
移
行
に
つ
い
て
の
現

況
報
告
を
行
な
っ
た
。

理
事
会
、
評
議
員
会
報
告
事
項
第
二
号　

【
大
蔵
経
研
究
推
進
会
議
へ
の
協
力
に

つ
い
て
】

　

資
料
に
基
づ
い
て
大
蔵
経
研
究
推
進

会
議
へ
の
協
力
の
現
況
報
告
を
行
な
っ

た
。

理
事
会
、
評
議
員
会
報
告
事
項
第
三
号　

【
第
三
十
期
各
種
審
議
会
・
委
員
会
及

び
事
務
総
局
員
・
関
係
団
体
派
遣
役
員

に
つ
い
て
】

　

資
料
に
基
づ
い
て
、
第
三
十
期
の
各

種
審
議
会
・
委
員
会
委
員
、
事
務
総
局

員
、
及
び
関
係
団
体
派
遣
役
員
に
つ
い

て
の
現
況
説
明
を
行
な
っ
た
。

理
事
会
、
評
議
員
会
報
告
事
項
第
四
号　

【
本
会
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
派
遣
受

入
の
お
願
い
】

　

資
料
に
基
づ
い
て
、
四
月
に
送
付
予

定
の
本
会
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
派
遣

受
入
の
お
願
い
に
つ
い
て
説
明
を
行
な

い
、
各
加
盟
宗
派
・
都
道
府
県
仏
教
会
・

仏
教
団
体
に
理
解
を
求
め
た
。

松
井
宗
益
理
事
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

よ
り
提
言

　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
一
日
開
催
の

第
三
回
理
事
会
、
第
二
回
評
議
員
会
・

参
与
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
宣
言
文

「
原
子
力
発
電
に
よ
ら
な
い
生
き
方
を

求
め
て
」
は
、
社
会
か
ら
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
。
そ
し
て
今
後
は
、
具
体
的

な
取
り
組
み
が
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て

い
る
。
本
会
に
お
い
て
公
益
財
団
法
人

移
行
後
も
、
加
盟
団
体
が
取
り
組
め
る

よ
う
な
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
、
仏
教
教

団
と
し
て
「
少
欲
知
足
」
に
基
づ
き
、

宣
言
文
に
沿
っ
た
具
体
的
な
行
動
の
取

り
ま
と
め
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、

さ
ら
な
る
大
き
な
効
果
を
期
待
す
る
。

全
日
本
仏
教
会 

懇
親
会 

開
催

　

理
事
会
、
評
議
員
会
・
参
与
会
終
了

後
、
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
同
ホ
テ
ル

二
階
「
朱
雀
の
間
」
に
て
開
催
。
約
二

百
五
十
名
の
方
々
が
参
集
さ
れ
た
。

　

最
初
に
河
野
太
通
第
二
十
九
期
会
長

並
び
に
半
田
孝
淳
第
三
十
期
会
長
が
挨

拶
。
来
賓
祝
辞
を
芳
村
正
徳
㈶
日
本
宗

教
連
盟
理
事
及
び
組
坂
繁
之
部
落
解
放

同
盟
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
い
た
だ
い

た
後
、
刑
部
正
己
京
都
数
珠
製
造
卸
協

同
組
合
理
事
長
へ
、
東
日
本
大
震
災
に

対
す
る
支
援
活
動
と
し
て
の
腕
輪
念
珠

寄
贈
に
対
す
る
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
な

っ
た
。
ま
た
、
福
永
稔
日
本
薫
物
線
香

工
業
会
理
事
長
よ
り
本
会
救
援
基
金
へ

目
録
の
贈
呈
も
行
わ
れ
た
。
小
林
正
道

第
三
十
期
理
事
長
の
乾
杯
で
会
が
進
み
、

午
後
七
時
過
ぎ
戸
松
義
晴
第
二
十
九
期

事
務
総
長
の
挨
拶
で
閉
会
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度

　第
四
回
理
事
会

　第
三
回
評
議
員
会
・
参
与
会
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事
務
総
局
録
事

　

三
月
（
十
六
日
～
三
十
一
日
）

十
六
日
▼�

宗
教
法
人
制
度
運
用
に
関
す

る
調
査
研
究
の
協
力
・
講
演

（
文
部
科
学
省
第
二
会
議
室
）

二
十
二
日
▼�

大
阪
市
立
大
学
平
岡
氏
来

局

　
　
　
　

▼
大
和
証
券
佐
藤
氏
来
局

　
　
　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

二
十
六
日
▼�

劇
団
わ
ら
び
座
今
村
氏
来

局

　
　
　
　

▼
凸
版
印
刷
来
局

　
　
　
　

▼
局
内
会
議

二
十
七
日
▼�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
視
察

（
損
保
ジ
ャ
パ
ン
本
社
ビ

ル
）

二
十
八
日
▼�

第
四
回
理
事
会
・
第
三
回

評
議
員
会
・
参
与
会
及
び

懇
親
会
（
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
京
都
）

三
十
日
▼�

経
済
産
業
省
と
の
意
見
交
換

会
出
席

　
　
　

▼
事
務
総
局
引
き
継
ぎ

　

四
月
（
一
日
～
十
五
日
）

一
日
▼
公
益
財
団
法
人
移
行
登
記

二
日
▼
第
三
十
期
辞
令
伝
達
式

四
日
▼
新
旧
理
事
長
事
務
引
き
継
ぎ

五
日
▼�（
財
）仏
教
伝
道
協
会
主
催
広
報

懇
談
会
出
席

十
日
▼�

第
三
十
二
回
同
宗
連
総
会
及
び

交
流
会
出
席
（
真
言
宗
豊
山
派

宗
務
所
四
階
大
講
堂
）

　
　

▼�

朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
来
局

十
一
日
▼�
大
和
証
券
奥
田
氏
・
佐
藤
氏

来
局

　
　
　

▼
局
内
会
議

十
二
日
▼�

Ｗ
Ｆ
Ｂ（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）

役
職
者
と
事
務
局
打
合
せ

　
　
　

▼�

朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
来
局

十
三
日
▼（
株
）宣
伝
会
議
取
材

　
　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

「
救
援
基
金
」
寄
付
者
一
覧

（
平
成
二
十
四
年
三
月
十
四
日
〜
四
月
十
六
日
）

　

○
日
蓮
宗　

宝
塔
寺

　

○
妙
見
宗　

本
瀧
寺

　

○
日
本
薫
物
線
香
工
業
会

　

○
小
坂
井
左
千
雄

　

○
浪
速
区
佛
教
会
（
大
阪
府
佛
教
会
）

　

○
瑠
璃
山　

醫
光
寺

　

○
株
式
会
社　

中
外
日
報
社

　

○
黄
檗
山　

萬
福
寺
禅
堂

�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

合
計�

二
百
二
十
一
万
三
千
七
百
五
円

ご
支
援
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
国
内
外
に
お
け
る
災
害
救
援
や

人
道
的
支
援
に
対
し
、
緊
急
且
つ
迅
速
な
対

応
を
す
べ
く
「
救
援
基
金
」
を
常
時
開
設
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
状
況
を
見
据
え
た
上
、
現
地
の
被

災
者
救
援
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、加
盟
団
体
の
各
ご
寺
院
・

檀
信
徒
・
門
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
宗

派
を
超
え
て
温
か
い
浄
財
を
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

救
援
基
金
は
左
記
口
座
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

口
座
番
号

　

０
０
１
１
０

−

９

−

７
０
４
８
３
４

口
座
名
義
人

　

全
日
本
仏
教
会
救
援
基
金

お
問
い
合
わ
せ

公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
財
務
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３

−

３
４
３
７

−

９
２
７
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３

−

３
４
３
７

−

３
２
６
０

「
賛
助
会
員
」
新
会
員
紹
介

【
団
体
会
員
】

株
式
会
社 

い
せ
や

株
式
会
社 

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社 

デ
ィ
ー
・
エ
イ
・
テ
ィ
・
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

株
式
会
社 

安
震

埼
玉
葬
祭
業
協
同
組
合

【
個
人
会
員
】

牧
島
か
れ
ん
（
東
京
都
）

田
中
悠
樹
（
長
野
県
）

民
主
党
参
議
院
議
員　

大
野
元
裕

東
京
都
議
会
議
員　

早
坂
義
弘

萬
福
寺　

垣
内
善
勝
（
東
京
都
）

山
﨑
忠
征
（
愛
知
県
）

佐
藤
泰
之
（
神
奈
川
県
）

�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ご
入
会
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

全
日
本
仏
教
会
で
は
、
引
き
続
き
皆

様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
賛
助
会
員
の
要
項
・

申
込
書
を
閲
覧
・
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で

き
ま
す
。

無料法律
相談室　
本会顧問弁護士の長
谷川正浩弁護士によ
る無料法律相談を毎
月第二、第四木曜日の
午後開催しておりま
す。本会事務総局03
（3437）9275へ事前予
約の上おいで下さい。
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2012年５月１日発行
５月号　第579号 発行人　関﨑　幸孝 発行所　公益財団法人　全日本仏教会

〒105−0011 東京都港区芝公園4−7−4 明照会館2階
電　話　03（3437）9275
ＦＡＸ　03（3437）3260

印刷所　ティケイ ヘンデル アート

東日本大震災 第３次支援金 お申込み受付中

大本山 増上寺 夕勤行体験と俳優座 有馬理恵さん 講演会のお知らせ
※講演会のみの参加も可能です。

　全日本仏教会では、被災地での支援活動に当たられて
いる方々や、避難者を受け入れている寺院へ支援金を送
らせていただいております。お申込みご希望の方は、下
記要項をご確認下さい。

１．支援対象：
　①�被災地支援団体（平成24年1月1日以降に活動した団体）
　②�避難者受入寺院（第一次支援金申請をされていない寺院のみ）

２．申込方法：
　①�本会HPより申込用紙をダウンロード後、FAX（03-
3437-3260）で送信

　②�活動状況が把握できる写真１枚をメール（syakai@
jbf.ne.jp）で送信

３．申込期限：平成24年６月30日（土）まで

※報告書内容及び写真について、支援報告の一環として後日公
表させていただく場合がございます。予めご了承下さい。

※支援活動例：�読経ボランティア・こころのケア相談所開設・
炊き出し・瓦礫撤去・足湯サービス・避難場所提供・行茶・
寺院片づけ等

このページに関する
お問い合わせ先

社会人権部　TEL：03−3437−9275
FAX：03−3437−3260　E-Mail：syakai@jbf.ne.jp

【会　場】増上寺 大殿（東京都港区）
【日　時】平成24年6月5日（火）16時30分〜 受付
　　　　　　　　　　　　　　 17時〜 　　増上寺夕勤行体験
　　　　　　　　　　　　　　 18時〜 　　講演会
　　　　　　　　　　　　　　 19時30分 　終了
【講演者】俳優座　有馬�理恵さん
【参加費】無料
【演　題】いのちの豊かさを求めて 〜釈迦内柩唄の公演に携わって〜
【定　員】100名（先着順）

詳細およびお申し込み方法は本会ホームページにてご確認ください。

「コスモスの花によみがえる
� お父の顔 お母の唄 家族の姿……」
現在も全国各地で公演を続ける水上勉原作の舞台『釈迦内柩唄』
差別を受けながら代々続いた死体焼き場の家業を引き継ぐことに
なった末娘ふじ子を熱演する俳優の立場から、家族の絆や「いの
ち」の大切さを伝えたいと思います。

有馬理恵さん
プロフィール

ありま・りえ
和歌山県生まれ。
劇団俳優座所属。
高校時代に「釈迦
内柩唄」（水上勉原
作、浅利香津代主
演）を観て衝撃を

受け、芝居の道へ。
91年俳優座入団。99年から劇団希望舞
台の『釈迦内柩唄』に参加し、1000回
公演を目標に各地で上演を続ける。現
在その数は460回を数え、演劇人生の
ライフワークとする。
03年度、文化庁の新進芸術家国内研究
生に選ばれた。

写真提供：
公益社団法人シャンティ国際ボランティア会（SVA）




